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20（木）
東京

CATV事業者向け IPv6ハンズオン ～ARRIS CMTS編～（東京、JPNIC会議室）

一般社団法人日本ケーブルラボと共催で、CATV事業者向けのIPv6ハンズ
オンを開催しました。世界的にIPv6の普及が進み、日本でも光ファイバーに
よる固定回線や4GモバイルでのIPv6普及が進んでいます。そこでケーブル
TV経由のインターネット接続サービスに関する最新動向や技術概要と
いった座学、加えてARRIS社のCMTSを用いたハンズオンにより知識と
運用技術の習得をめざしました。

14（金）
東京

IETF報告会（103rdバンコク）（東京、NATULUCK神田駅前会議室）

2018年12月14日（金）のIETF報告会（103rdバンコク）はNATULUCK
神田駅前会議室で開催されました。SUIT WG関連では組み込み機器
などのファームウェアをいかに安全にアップデートするか、実際にプロ
グラムを作ってみて気がついたことなどが発表されました。また、
HTTP/2に続いて高速化に寄与すると期待されているQUICですが、
HTTPとの組み合わせだけでなくより汎用的に使えるように修正され、
さらにはHTTP Over QUICがHTTP/3へと名称変更という発表もあり
ました。普及の進むSSL /TLSについては、サーバ証明書の発行・管理手
続きを自動化するACME（Automatic Certificate Management 
Environment）プロトコルに関する発表がありました。まだ
RFCにはなっていないものの、Let's Encryptに使われて実績を
あげており、仕様としてはほぼ固まりつつあるとのことでした。

関連記事　　　　　P.18 第103回IETFミーティング
関連するメールマガジン　https://www.nic.ad.jp/ja/mailmagazine/backnumber/ietf.html

6（木）
東京

第53回ICANN報告会（東京、JPNIC会議室）

第53回ICANN 報告会は、2018年12月6日（木）にJPNIC 会議室で開催され
ました。今回報告の対象となったのは、2018年10月20～ 25日にスペイン・
バルセロナで開催された、ICANN 63です。定番プログラムとして会議概要、
ccNSO関連、GAC、ICANN理事から、レジストリ/レジストラ関連、
次期新gTLD募集、WHOIS暫定ポリシー策定プロセス検討状況が
並び、最新の状況を報告いただきました。

関連記事　　　　　P.22 ICANNバルセロナ会議
関連するメールマガジン　https://www.nic.ad.jp/ja/mailmagazine/backnumber/2018/vol1637.html
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JPNIC技術セミナー（東京、JPNIC会議室）

2018年度最後の技術セミナーは、2019年2月4日（月）～ 8日（金）と、1週間に
わたって開催されました。開催期間前半に座学が5講座、後半にハ
ンズオンが6講座という陣容です。どれも定評のあるプログラム
で、今回も100件を超える申し込みがありました。

4（月）
8（金）
東京

13（水）
東京

第128回通常理事会（東京、JPNIC会議室）

IPv6 Summit in SIZUOKA 2019 & IPv6ハンズオンセミナー
（静岡、静岡市産学交流センター B-nest）14（木）

15（金）
静岡

2月のIPv6 Summit & IPv6ハンズオンセミナーは、NPO法
人ふじのくに情報ネットワーク機構（FINO）、一般社団法人
インターネット協会（IAjapan）との共催となりました。開催地
は、静岡県静岡市の静岡市産学交流センターB-nestでした。

初日は座学とIPv6 Summitを、2日目には、まず午前中に仮
想ルータを利用したネットワークのハンズオン、午後にはIPv6
で動くサーバの構築を行いました。初日にはセミナー終了後
に懇親会も行われ、多くの方にご参加いただきました。

IGF2018報告会（東京、TKP新宿カンファレンスセンター）

一般社団法人日本インターネットプロバイダー協会
（JAIPA）と一般社団法人日本ネットワークインフォメー
ションセンターの共催で、2018年8月のAPrIGF（Asia 
Pacific  Regional Internet Governance Forum）と

27（水）
東京

11月のIGF （Internet Governance Forum）での主な
内容を報告し、 国内外のインターネットガバナンスに
関する今後の展望や課題について討議を行いました。

JPNICでは、「APRICOT 2019参加支援プログラム」として、
APRICOT 2019への参加を希望する若手技術者・研究者への
支援を行うこととしました。具体的には、カンファレンスへの
参加費、往復の旅費、宿泊費を全額補助します。また、事前情報
交換会を行い、初めて参加する方の不安を小さくすることも
行っています。

支援対象者には事前に履歴書、応募動機、小論文を提出いただ
き、JPNIC国際人材育成専門家チームが選考を行いました。
参加後には2019年3月下旬に予定されている
参加報告会において、参加者からのプレゼン
テーションを実施いただく予定です。

国際会議参加支援プログラム

協賛・後援したイベント 2019年1月23日（水）
　　　～25日（金）

JANOG43（山梨、
コラニー文化ホール）

2019年3月9日（土）
　　　～14日（木）

ICANN64（神戸、神戸ポート
ピアホテル＆神戸国際会議場）

2019年3月6日（水）
　　　～8日（金）

Security Days 
Spring 2019 Tokyo

2019年2月22日（金） Security Days 
Spring 2019 Nagoya

2019年3月1日（金） Security Days 
Spring 2019 Osaka
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